
JP 2013-515844 A5 2014.2.20

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年2月20日(2014.2.20)

【公表番号】特表2013-515844(P2013-515844A)
【公表日】平成25年5月9日(2013.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2013-022
【出願番号】特願2012-547230(P2012-547230)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  61/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  61/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月25日(2013.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　この共重合体（０．１ｇ）を１，１，２，２－テトラクロロエタンに溶解させることに
より１．１重量％溶液を得た。この溶液をポリメチルペンテン製ペトリ皿に注ぎ、窒素パ
ージした乾燥チャンバ内の水平な乾燥台に載置した。乾燥したフィルムは皿から自然に剥
がれた。フィルムを窒素パージした６０℃の真空オーブン内でさらに乾燥させた。フィル
ムは強度が高く、屈曲性を有し、強靱で、折り畳むことも可能であった。
　フィルムの動的粘弾性測定からは、貯蔵弾性率が２５℃で４１１２ＭＰａと高く、高温
でもこれを十分に維持しており、２００℃で１３９６ＭＰａおよび２２０℃で約１０００
ＭＰａという値を示した。タンデルタプロットからピークが２４０℃にある高いＴｇが確
認された。Ｔｇが１４９～２１７℃と報告されている（Ｗａｎｇ　ａｎｄ　Ｑｕｉｒｋ，
Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　１９９５，２８（１０），ｐ．３４９５）ポリ（２，５
－ベンゾフェノン）と比較すると、この共重合体のフィルムはＴｇがより高く、かつ１４
０～２２０℃の温度ではるかに高に貯蔵弾性率を維持している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　以上、本発明を要約すると下記のとおりである。
１．式（Ｉ）：
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【化２０】

（式中、Ｔは、嵩高い芳香族基である）の繰り返し単位を含むポリマー。
２．数平均分子量が少なくとも約５，０００である、上記１に記載のポリマー。
３．Ｔがフェニルである、上記１に記載のポリマー。
４．式（ＩＩ）：

【化２１】

（式中、Ｔ’は、嵩高い芳香族基である）の繰り返し単位をさらに含む、上記１に記載の
ポリマー。
５．数平均分子量が少なくとも約５，０００である、上記４に記載のポリマー。
６．Ｔ’がフェニルである、上記４に記載のポリマー。
７．式（ＩＡ）：

【化２２】

（式中、Ｔは、嵩高い芳香族基であり、Ｘは、ＢｒまたはＣｌである）の化合物。
８．Ｔがフェニルである、上記７に記載の化合物。
９．ＸがＣｌである、上記７に記載の化合物。
１０．式（ＩＡ）：
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【化２３】

（式中、Ｔは、嵩高い芳香族基であり、Ｘは、独立に、ＢｒまたはＣｌである）のモノマ
ーを重合させることを含む、ポリマーの製造方法。
１１．Ｔがフェニルである、上記１０に記載の方法。
１２．ＸがＣｌである、上記１０に記載の方法。
１３．ポリマーの数平均分子量が少なくとも約５，０００である、上記１０に記載の方法
。
１４．式（ＩＡ）のモノマーおよび式（ＩＩＡ）：
【化２４】

（式中、Ｔ’は、嵩高い芳香族基であり、Ｘ’は、独立に、ＢｒまたはＣｌである）のモ
ノマーを重合させることを含む、上記１０に記載の方法。
１５．ＴおよびＴ’がフェニルである、上記１０に記載の方法。
１６．ＸおよびＸ’がＣｌである、上記１０に記載の方法。
１７．ポリマーの数平均分子量が少なくとも約５，０００である、上記１４に記載の方法
。
１８．重合が、錯体の形態にある０価の遷移金属および中性配位子の存在下に為される、
上記１０に記載の方法。
１９．０価の遷移金属がパラジウムまたはニッケルである、上記１８に記載の方法。
２０．０価の遷移金属がビス（１，５－シクロオクタジエン）ニッケル（０）であり、中
性配位子が、２，２’－ビピリジンである、上記１８に記載の方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
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【化１】

（式中、Ｔは、嵩高い芳香族基である）の繰り返し単位を含むポリマー。
【請求項２】
　式（II）：

【化２】

（式中、Ｔ’は、嵩高い芳香族基である）の繰り返し単位をさらに含む、請求項１に記載
のポリマー。
【請求項３】
　式（ＩＡ）：

【化３】

（式中、Ｔは、嵩高い芳香族基であり、Ｘは、ＢｒまたはＣｌである）の化合物。
【請求項４】
　式（ＩＡ）：
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【化４】

（式中、Ｔは、嵩高い芳香族基であり、Ｘは、独立に、ＢｒまたはＣｌである）のモノマ
ーを重合させることを含む、ポリマーの製造方法。
【請求項５】
　式（ＩＡ）のモノマーおよび式（IIＡ）：

【化５】

（式中、Ｔ’は、嵩高い芳香族基であり、Ｘ’は、独立に、ＢｒまたはＣｌである）のモ
ノマーを重合させることを含む、請求項４に記載の方法。
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